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仕様 モデル図－補 CODE 218

室内

天井面

B. 既存天井が棹縁天井の場合を想定A. 既存天井が根太天井の場合を想定

改修の天井高は2300㎜
を確保したい。

この範囲で天井を
設ける約300㎜

古民家の鴨居の
高さは1760㎜程
度が多い。

▼床(畳敷き)

座敷 座敷

▼床(畳敷き)

現況民家の天井は比較的高い2500～2600㎜程
吊子

小屋裏

①伝統様式の棹縁天井として改修

●棹縁天井の場合の断熱材の納め方例
断熱材 成150mmほどの無垢材でビーム構造とする

②フラット天井のデザイン

③新設根太現しの民家型工法
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伝統仕様―天井

（以下の図は前年度の報告書 コード番号134より部分転載した）

下図の部分と照合※
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天井仕上面

図2

(仮)間渡し梁に相当する

間渡し梁の名称はない。本書

のみの用語とした。改修に伴

う新設の部材としている。
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天井裏
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小舞竹

天井裏
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